











医 A子" 博 士
第 4 6 9 5 ?E玉1 
昭和 54 年 8 月 4 日











al cerebral blood flow , rCBF) 画像表示法の開発を行い，脳血管障害例の脳循環動態の把握を可能
にすることを目的とした。
〔方法〕
対象は脳血流牧査を行った42例であった。内訳は，頭蓋内非病変 6 例，一過性脳虚血発作 9 例およ
び陳旧性脳梗塞27例であった。
データ収集法:安静臥床の被検者において約5mCiの 133Xe を内頚動脈より注入し，頭部に約10cmの
位置に指向したガンマカメラ 1こより RI活性を 5 秒間隔で130秒間計測し， ミニコンピュータ (Hitac-10)
を介して， 64X64マトリックスのディジタル像として磁気テープに転送記憶した。計測中，血圧は被
検者上腕動脈で水銀血圧計により，動脈血ガスは内頚動脈より採取の動脈血にて IL meter により測
定した。さらに症例により CO2吸入，過呼吸，対側総頚動脈圧迫およびアンギオテンシン H持続点滴






time 以降の19点での計数値を自然対数に変換し 最小 2 乗法を適用し一次直線に近似せしめ initial




































4. 本法は脳血管障害例の病態診断，治療方針の決定に際し t CTあるいは脳血管撮影では得ること
のできない脳循環についでの情報が得られる有用性の高い方法と考えた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，脳局所血流量の分布を，地図状に表示する方法を新たに完成したことが先ず評価できる。
そして，脳循環動態の定量的把握を可能とし，病態診断，治療方針の決定，治療効果の判定に際し，
より客観的な情報を得られるようにした点，今後の臨床に寄与するところが大きい。
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